
日本共産党新潟市議会議員 議会通信2013. 冬季号

いがらし完いがらし完二二いがらし完二
発 行：日本共産党新潟市議会議員団

市議会議員 五十嵐 完 二

連絡先：議員団控室 TEL 226－3450
事 務 所 東区古川町8－9
TEL・FAX 2 7 5 － 6 8 8 1
携 帯 電 話 090－4839－8407

質問する五十嵐市議

日本共産党の五十嵐完二市議会議員は、2012年９月議会では⑴新潟市の地

域経済の振興について⑵鳥屋野潟総合整備計画について、12月議会では⑴い

じめや教育条件整備などの教育問題、⑵新潟駅周辺整備事業をとりあげ、一

問一答形式で市長の見解をただしました。その内容を報告します。

五十五十嵐嵐「食、住、福祉で新潟市の「食、住、福祉で新潟市の
地域経済振興はかるため本腰を」地域経済振興はかるため本腰を」
五十嵐「食、住、福祉で新潟市の
地域経済振興はかるため本腰を」
五十嵐市議は、いま求められている経済政策は、住民生

活向上のための持続可能な経済社会建設にあり、その際の

観点は、地域資源を生かした形で仕事とお金が循環する仕

組みをつくり、地域内経済循環力を強める点にあると指

摘。そのうえで新潟市の地域性・文化性を生かした形で、

食・住・環境・福祉等の分野で「地産地消」を行うべきだ

としました。

五十嵐市議は、市内各区を訪問し、それぞれの区で農業

特産物を生かすための取組みがされている努力と区だけで

は限界がある点をふまえ①各区での取組みの交流と系統的

な市の支援、②区が自由度を持った取り組みができるよう

区への予算配分の抜本的な増額などを求めました。

日本共産党市議団が提案

し、実現した「健幸住まいリ

フォーム支援事業」は、評判

がよく経済効果も市の助成額

の10倍近くあります。次年度

も行うべきとの質問に市は

「より活用しやすくして事業

にし、来年度につなげたい」

と答えました

「食」…農業特産物の加工、販売力たかめ

雇用拡大と所得向上を

「住」…住宅リフォーム助成制度の拡大を

新潟市がすすめる新潟駅連続立

体交差事業に付随して、新潟駅前

を改修して「万代広場」と称して

127億円もの事業費かける計画で

す。

現在の一般駐車場は、駅下にで

きるバス乗り場のための道路にな

り、タクシー乗り場となっている

ところは公園風に、バス乗り場の

ところが一般車駐車場とタクシー

乗り場とする計画です。

問題は、立体交差事業によって

駅舎が２番線あたりまでさがるこ

とで現在の駅舎がある土地約

8,900平方メートルを莫大な額で

ＪＲから買い取ることになり、近

隣の公示価格から推定すると、そ

の費用は約54億円にもなります。

この土地は、新潟市が707億円

もかける立体交差事業によって生

み出される土地であり、市民の血

税で買収するのでなくＪＲに無償

での提供を求めるべきではないで

しょうか。

五十嵐「無償譲渡求めるのは当然ではないか」

新潟駅前・万代広場の整備に127億円新潟駅前・万代広場の整備に127億円新潟駅前・万代広場の整備に127億円
― その多くが土地代に― その多くが土地代に― その多くが土地代に
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お困りごとがありましたらご連絡ください（無料生活相談）電話０９０－４８３９－８４０７ 五十嵐完二まで

教育委員会 いじめ克服 教育条件整備で質問教育委員会 いじめ克服 教育条件整備で質問教育委員会 いじめ克服 教育条件整備で質問
教育への政治介入はゆるされない教育への政治介入はゆるされない教育への政治介入はゆるされない

12月議会で、教育問題について取り上げたのは、橋下・維新の会が、教育委員会のおこなっている教育行政の業

務を首長部局に移管し、学力テスト体制などの競争教育や卒業式の口元チェックのような統制をエスカレートさせ

るために「教育委員会不要論」を唱えているもとで、９月議会で篠田市長が、「教育改革を求める流れの一つ」と

肯定的にうけとめた答弁をおこない、さらに「現行制度(教育委員会)を廃止、存続する際のメリット・デメリット

を示し」などと「廃止」も選択肢としていることについて、このまま見過ごすわけにはいかないと市長の姿勢をた

だすためでした。

五十嵐 「現行制度(教育委員会制度)に課題があれば、廃止などという選択肢でなく現

行制度を改善するための努力こそ必要ではないのか。」

五十嵐 「『現行制度を廃止』＝つまり教育委員会廃止となれば、政治介入によって、

『教育は、不当な支配に服することなく』とした教育基本法に反することにな

るのではないか。」

五
十
嵐

「
特
別
支
援
教
育
・
障
害
児
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、
少
な
く
と
も
必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

す
べ
て
介
助
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
」

教
育
長

「
必
要
と
認
め
る
場
合
に
配
置
し
て
い
る
。
今
後

と
も
適
正
な
配
置
に
努
め
る
」

五
十
嵐

「
国
が
就
学
援
助
の
補
助
対
象
費
目
と
し
た
、
ク

ラ
ブ
活
動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
に
つ
い

て
本
市
の
就
学
援
助
制
度
の
補
助
対
象
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
」

教育条件
整備
教育条件
整備

介
助
員
の
増
員
、
就
学
援
助
拡
大
を

介
助
員
の
増
員
、
就
学
援
助
拡
大
を

介
助
員
の
増
員
、
就
学
援
助
拡
大
を

現
行
の
特
別
支
援
教
育
体
制
は
、
２
０
０
７
年

に
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
知
的

障
害
を
伴
わ
な
い
自
閉
症
の
子
ど
も
を
新
た
に
特
別
な
教
育
の

対
象
に
加
え
て
発
足
し
た
も
の
で
、
特
別
支
援
学
校
、
小
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
数
年
こ
う
し

た
場
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
数

は
急
増
し
、
新
潟
市
の
特
別
支

援
学
級
の
子
ど
も
の
数
は
、
平

成

年
度
の
６
９
６
名
か
ら
平

19
成

年
度
は
１
０
７
８
名
と
５

24
年
間
で
1
・
5
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
通
常
学
級
に
い
る

児
童
対
応
の
教
員
の
支
援
に
あ
た
る
介
助
員
は

校
か
ら

57

74

人
、
特
別
支
援
学
級
も
加
配
の
申
請
が

校
・

人
に
あ
っ
た

66

76

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
置
は
申
請
の
合
計
に
対
し
て

％
程
度

52

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

競
争
と
ふ
る
い
分
け
の
教
育
や
め
、
少
人
数
学
級
実
現
を

競
争
と
ふ
る
い
分
け
の
教
育
や
め
、
少
人
数
学
級
実
現
を

競
争
と
ふ
る
い
分
け
の
教
育
や
め
、
少
人
数
学
級
実
現
を

いじめ
克服
いじめ
克服

国
内
の
調
査
で
は
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
の
最
大

の
要
因
は
「
勉
強
」
で
す
。
競
争
教
育
の
勉
強
は

子
ど
も
を
早
く
か
ら「
で
き
る
子
」「
で
き
な
い
子
」
に
よ
り
わ
け

多
く
の
子
ど
も
が
劣
等
感
を
与
え
ら
れ
、「
わ
か
る
喜
び
」
や
み

ん
な
で
学
ぶ
心
地
よ
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
「
い
じ

め
」
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
の
み
じ
め
な
状
態
を
救
う

た
め
に
誰
か
を
否
定
し
た
く
て
仕
方
な
か
っ
た
」
と
言
い
、「
い

じ
め
」
は
子
ど
も
の
い
ら
だ
ち
の
発
散
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。

授
業
時
間
を
増
や
し
た
学
習
指
導
要
領
を
見
直
し
、
ふ
る
い
分

け
す
る
「
教
育
改
革
」
の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
で
す
。

新
聞
の
報
道
で
は
、
「
小
中
高
の
教
師
７
割
」
が
「
い
じ
め

対
応
時
間
不
足
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
も
多
忙
化
解
消
の
た
め
の

努
力
は
必
要
で
す
。

五
十
嵐

「
い
じ
め
克
服
の
た
め
に
、
学
習
指
導
要
領
の
見

直
し
を
求
め
る
と
同
時
に
、
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
の
参
加
を
や
め
、

競
争
と
ふ
る
い
分
け
の
教
育
の
是
正
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
」

五
十
嵐

「
児
童
生
徒
の
状
況
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
い

じ
め
な
ど
の
問
題
行
動
を
見
落
と
さ
な
い
た
め
に

も
、
小
学
校
３
学
年
以

上
の
少
人
数
学
級
が
実

現
で
き
る
よ
う
市
独
自

で
も
教
員
増
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
」

教
育
長

「
多
額
の
予
算
が
必
要

で
難
し
い
。
国
へ
要
望

し
た
い
」
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